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1．は じめ に

　洋 上 で ，LNG ，　 LPG を 生 産 し，そ れ ら を設 備内 の タ

ン ク に 貯蔵 し，直接輸 送 船 へ 積 出 し を行 う設備 を搭載 し

た 浮体構 造 物 （LNG ／LPG 　FPSO ） は，パ イ プ ラ イ ン 設

備 が 不 要 な た め 沖 合 の 中小 ガ ス 田 の 開 発 に 向 い て い る こ

と，ま た，近 年の 環境 に対す る 関心 の 高ま りを 受 け，そ

の 開 発 が 活発化 し て お り，現 在，世界 で 10 程 度 の プ ロ

ジ ェ ク トが 計画 さ れ て い る 。

　本会 で は，石油 ・ガ ス を取扱 う FPSO に 対 応す る 技術

要件 を と りま と め ，2002 年 に 鋼 船 規 則 検査 要領 P 編 の

付録 P2 に 「FPSO ガ イ ドラ イ ン 」 と し て 制定 した 。そ

の 後 ，FPSO の 増加 及 び 昨 今 の エ ネル ギ
ー

事情 に よ る 業

界 か らの ニ ーズ に 応 える た め ， 2009年 に 鋼船規則 PS 編

「浮体式 海 洋 石 油 ・ガ ス 生 産，貯蔵，積 出 し設備」 と し

て 整備 した 。 本 PS 編 は ，制定当時 ， 既存 の FPSO の 殆

どが ，石 油 を取扱 うもの で あ っ た こ とか ら，主 と して 石

油 を取 扱 う FPSO を 対象 と し て 要件 が 定 め られ て お り，

ガ ス を取扱う FPSO に つ い て は，実績 も少 な い こ と か ら，

個 々 の プ ロ ジ ェ ク トに 柔軟 に 対 応 で き る よ う，鋼 船 規 則

検査 要領 PS 編 PS1 ．1．1−1 と して ，鋼 船規則 PS 編 及 び鋼

船規則 N 編 「液化 ガ ス ば ら積 船 」 の 該 当 す る 規 定 の 原 則

的 な考 え方 に 基 づ き対応 す る 旨の
一

般 要 件 を 規定 し て い

る 。

　 しか しな が ら，上 述 の よ うに，近 年 に お ける LNG ／LPG

FPSO へ の 関心 の 高 ま り を受け，今後 ， そ の 建造 の 増加

が 予 想 され る こ とか ら，本会 は ，LNG ，　 LPG に 特化 し，

さ らに 詳 細 な 技 術 要 件 を盛 り込 ん だ技術資料 と して ，新

た に 「浮 体式海洋液化 天 然 ガス 及 び 石油 ガス 生 産，貯 蔵，

積 出 し設備 の た め の ガ イ ドラ イ ン 」 を作 成 し，2011年 2

月 に 公 表 し た 。

　本稿 で は
， 本 ガ イ ドラ イ ン の 概 要 に つ い て 紹介す る 。

2．「浮体式海洋液化天 然 ガ ス 及 び石 油 ガ ス 生

　　産 ， 貯蔵 ，積 出 し設備 の た め の ガ イ ドラ イ

　　ン」の概要

　本 ガ イ ドラ イ ン は，基 本 的 に 鋼船規則 PS 編 に 準 じ る

もの と し，ガ ス 特有の 要件 に つ い て は
， 鋼船規則 N 編 や

ApI （American　Petroleum　Institute）規格等 を参照 す

る形 で 追加す る と と もに ，石油特有の 要件 につ い て は削

除す る 形 で 整備 し て お り，次 の 11 の 章 か ら 構成 さ れ て

い る 。

　　 1章 通 則

　　 2章 設計条件

　　 3章 船体構造 及 び艤装

　　 4 章 位置保持 シ ス テ ム

　　 5章 危険場 所

　　 6章 防火構造，脱出設備，消火設備及び 人 身保護設 備

　　 7章 機関設備

　　 8 章 電 気設 備

　　 9 章 生 産 シス テ ム

　　10 章 特定の 貨物 に対 す る特 別 要件

　 　 11章 検 査

　鋼 船規則 PS 編 の 解説 は
， 日本海事協 会会誌第 290 号

（2010年） に掲載 さ れ て い る の で ，本稿 で は，各章 の 主 な

内 容 と して ，鋼 船 規 則 PS 編か ら の 主 な 変更点 を示す 。

図 1　浮体式海洋液化天 然 ガ ス 及び 石油 ガ ス 生 産，

　　 貯 蔵，積出 し設備 の た め の ガ イ ドラ イ ン

3． ガイ ドラ イ ン 各 章 の 概 要

3．1 　 「1 章 通則 」

3．1．1　 一般

（1）本 ガ イ ドラ イ ン で 考慮 し て い る LNG 及 び LPG を取

　　扱 う浮体式構造物 に は ，以 下 の 3 つ の も の が あ る 。

　　 （a ）LNG 　FPSO 又 は LPG 　FPSO ：浮体式 ガ ス 生産，
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　　　 貯蔵，積 出 し設備

　　（b）LNG 　FPO 又 は LPG 　FPO ：浮体式ガ ス 生 産 ，

　　　　積 出 し設備

　　（c ）LNG 　FSO 又 は LPG 　 FSO ：浮 体式 ガ ス 貯蔵 ，

　　　　積出 し設 備

　　本 ガ イ ドラ イ ン に お い て は ，こ れ ら を 「ガ ス 浮 体施

　　設 」と定義 した。な お，現 在計 画 さ れ て い る ガ ス 浮

　　体施 設 の 型式 は 船型 の み で あ る こ とか ら，鋼船規則

　　PS 編 で 規定さ れ て い る 半潜水型 に 関 す る 要件 は 削

　　 除 し た。

（2） コ ン デ ン セ
ートを貯蔵す る タ ン ク を 有す る ガ ス 浮体

　　施設 に つ い て は
，

コ ン デ ン セ
ートの 性状 に 応 じ て

，

　　 タ ン ク 配置 ， 貨物 ポ ン プ，消火設備等 に対 して 別途

　　考慮 す る 必要が あ る た め ，鋼船規則 PS 編 に よ る こ

　　 と と した 。

（3） ガ ス 処理 シ ス テ ム ，液化 シ ス テ ム ，再 ガ ス 化 シ ス テ

　　 ム 等 の 生 産 シ ス テ ム につ い て ，本 会 の 承認 を 得 る場

　　合 に あ っ て は，ガ ス 浮 体 施 設 と は 別 に 船 級 登 録 を行

　　 う こ とが で き る こ と と した 。

（4）位 置保 持 シ ス テ ム に 自動船位 保 持 シ ス テ ム （DPS ）

　　 を 追 加 した。

3．1 ．2 　危 険性

　IGC コ
ー

ド 1．2 を参 照 し，貨物 の 危 険性 に 関 す る
・』

般

要 件 を規 定 した。

3 ．1 ，3　 船 級符 号 へ の 付 記

　船級符号 に，以下 を示す符号が付記 され る 旨規定 した。

（1）航路制 限

　　浮体施設 の 操業海域 の 自然環境条件等 に 基 づ き に 設

　　計 され る こ とか ら，海域限定 で あ る こ と を示す符号

（2） ガ ス 浮 体施設 の 用 途

　　上 記 3．1．1 （1）（a）か ら （c ）の ガ ス 浮 体施 設 の 用 途 に 関

　　す る符号

（3） 生 産 シ ス テ ム の 形式

　　 ガ ス 浮体施設 に 搭載す る本会 の 承認 を受 け た 生 産 シ

　　 ス テ ム の 形式 を 示す符号

（4）位 置保持 シ ス テ ム の 形式

　　 位 置 保 持 シ ス テ ム の 形 式 を示 す 符 号

3．1．4　定義

　IGC コ ードを参考 に ，「貨物エ リ ア 」，「貨物格 納設

備 」，「貨 物 」 の 定 義 を規 定 した。な お ，「貨 物 エ リ ア 」 の

定義に 関 し，生 産 シ ス テ ム が 配 置 さ れ る 場所につ い て も

貨物 エ リ ア に 含 む よ う定義 した。

3．2　 「2 章 設 計条 件」

　設 計条件 に つ い て は ，
ガ ス 浮体施 設 特有 の 要件は な い

た め，鋼船規則 PS 編 か ら の 特段 の 変更 は な い 。

3．3 　 「3 章 船体構造及 び艤装」

3．3．1　 ネオ半斗

　 貨物 タ ン ク，貨物 プ ロ セ ス 用圧 力容器，貨物及 び プ ロ

セ ス 用管装 置，二 次防壁 及 び 貨物 の 輸送用設備 に 隣接 す

る 船体構造 に 使用す る 板 ，形材，鍛造品，鋳造品及 び そ

れ ら の 溶接 に つ い て は ，鋼船規則 N 編 6 章 「構造材料」

の 要件 を適 用す る よ う規定 した 。

3．3．2　復 原 性

　復原性 要件 に つ い て は，風 の 影響 を考慮 した 鋼船規則

P 編 4章 の 規 定に 加え，鋼 船 規 則 N 編 2 章 「船 舶 の 残 存

能力 及 び 貨物 タ ン ク の 位 置 」 の 関 連 規 定 を適用 す る よ う

規定 した 。

3．3．3　 船体 構 造

　燃料 タ ン ク の 配置等，ガ ス 浮体施 設 の 構造配置 につ い

て は
， 鋼船規則 N 編 3 章 「船体 の 配 置 」 の 要件を適用 す

る よ う規定 した。

3．3．4　構造 強度及び疲労強度

　波浪縦曲げモ
ー

メ ン ト に つ い て は
， 設置海域 の 海象条

件 に 応 じて ，適 当 に 斟酌 で きる よ う規定 した。なお ，構

造強度解析，局部強度，疲労強度等 に 関す る 要件 に つ い

て は，現段 階 に お い て ガ ス 浮体施設 に 対 す る 具体 的 な 要

件 が 確立 さ れ て い な い こ と か ら，CSR・T 編等 の 要件 を準

用 す る こ とで 対応 す る こ と と して お り，今後，さ ら な る

検 討 の 上 ，ガ ス 浮 体 施 設 に 最 適 な 要 件 が 開 発 で き次 第 ，

適宜 ガ イ ドラ イ ン に反 映 さ せ て い く予定で あ る 。

3．3．5　貨 物 格納 設 備

　貨 物 格納 設 備 に 関 す る 要 件 につ い て ，新 た に節 を設 け，

鋼船規 則 N 編 4 章 「貨物 格 納 設 備 」 及 び N 編 15 章 「貨

物 タ ン クの 積付制 限 」 を参照 す る こ ととし，鋼船規則 PS

編 に お け る 貨物倉 に 対 す る 構造 強 度，防 食措 置 及 び 腐食

予備厚等 の 要件 に つ い て は 削除 し た 。

3．3．6　貨物ベ ン ト装置

　 貨物 ベ ン ト装置 に 関す る 要件 に つ い て ，新 た に 節 を 設

け，鋼 船 規 則 N 編 8 章 「貨物 ベ ン ト装 置」 の 規定 を適 用

す る よ う規定 した 。

3．3．7　甲板の 保 護

　 甲板 上 に お け る低 温 貨物 の 漏洩対策 と して ，甲板 に 適

当 な保 護 を 講 じ なけ れ ば な ら な い 旨の
一

般要件 を規定 し

た 。

3．4　 「4 章 位 置保 持 シ ス テ ム 」

　 自動船位保持 シ ス テ ム （DPS ）に 関す る 要件 に つ い て ，

新た に 節を設 け，鋼船規則 P 編 10 章 「位置保持設備」

の 要 件 を適 用 す る よ う規 定 し た。

3．5 　 「5 章 危 険場 所 」

　 ガ ス 浮 体施設 の 危険場 所 に つ い て は，液化 ガ ス ば ら積

貨 物 船 の 危 険 場 所 並 び に API 　RP500 及 び 505 を 参 照 す

る こ とと した。

3．6　 「6 章 防火構 造 ，脱 出設備 ，消火設 備 及 び人

　　　身保護設備」

3．6．1　 適用

　 防火構造，脱 出設備，消火設備 及 び 人 身保護 設 備 に つ
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い て は，本章 の 規定 に よ る ほ か，鋼船規則 N 編 11章 「防

火及 び 消 火 」及 び N 編 14 章 「人 身 保 護 設 備 」 の 要 件 を

適 用 す る よ う規 定 した 。ま た ，鋼 船 規 則 PS 編 に お い て

規定 して い る 原 油 の 取扱 い に 関す る 要件 を削 除 した。

3．6．2　貨物 エ リ ア の 配 置及び隔離

　貨 物 エ リ ア の 配 置 及 び 隔離 に つ い て は ，鋼船規則 N 編

3 章 「船体 の 配置」 に 従 い ，適 切 に 配 置 及 び 隔 離 す る 旨

規定 し た 。

3．7 　 「7 章 機 関設備」

3 ．7 ，1　 適用

（1）生産 シ ス テ ム に 関す る 機関設備 の 要件に つ い て，貨

　　物 を 取扱 う機器及 び ポ ン プ等は操 貨補機 と し，鋼船

　　 規 則検査要領 N 編 附 属 書 1 「液 化 ガ ス ば ら積 船 用 の

　　装置 及び 機器 に 関す る 検査 要領」 の 要件 も適用す る

　　 よ う規定 した 。

（2＞ プ ロ セ ス 用 圧 力 容 器 並 び に 液 ，ガ ス 及 び 圧 力管 装 置

　　 に つ い て は ，鋼船規則 N 編 5 章 「プ ロ セ ス 用 圧 力 容

　　器並 び に 液，ガ ス 及 び 圧 力 管 装 置 」 の 要 件 を適用す

　　 る よ う規定 し た。

（3）貨物 エ リ ア の 機 械 通 風 に つ い て は ，鋼船規則 N 編

　　 12章 「貨物エ リ ア の 機械通風」 の 要件 を 適用す る よ

　　 う 規 定 した。

（4＞鋼 船 規 則 PS 編 に 規定 さ れ て い る 原油 焚 き ボ イ ラ 及

　　 び デ ィ
ー

ゼ ル 機関 に 関す る 要件 を 削除 した 。

3．7．2　貨 物 の圧 力 ・温度制御装置

　 貨物 の 圧 力 ・温度 制御装 置に つ い て は，鋼 船 規 則 N 編

7 章 「貨物 の 圧 力 ・温度制御装置」 の 要件 を 適 用 す る よ

う規 定 した。

3．7 ．3 　ガ ス 焚 き デ ィ
ーゼ ル 機関 ，ボ イ ラ 及 びガ ス

　　　　タ
ービ ン

　 鋼船規則 PS 編 で は ，ガ ス 焚 きデ ィ
ー

ゼ ル 機 関 と ガ ス

焚 き ボ イ ラ 及 び ガ ス タ
ー

ビ ン の 要 件 を 別 々 に 規定 し て い

る が ，こ れ ら を 纏 め て 規定 し ，鋼船規則 PS 編 に お い て

ガ ス 焚 きボ イ ラ 及 び ガ ス タービ ン に 対 す る 通 風 装 置 ，燃

料供給管装置等 の 要件 を ガ ス 焚 きデ ィ
ーゼ ル 機関 に も適

用 で き る よ う修正 し た。

3．7 ．4　監視 及 び遠隔 制御装置

　 貨物 の 制御及 び 指示 装 置 に つ い て は，鋼 船 規 則 N 編

13 章 「制 御 及 び 指 示 装 貴 （計測 ・ガ ス 検知）」 の 要件 を

適 用 す る よ う規 定 し た 。

3．8 　 「8 章 電 気設備」

　 ガス 浮体施設 の 電気設備 に つ い て は ，本章の 規 定に加

え，鋼船規則 N 編 10 章 「電 気 設 備 」 の 要 件 を適 用 す る

よ う規定 した 。

3．9 　 「9 章 生 産 シ ス テム 」

　 ガ ス 処 理 シ ス テ ム ，液化 シ ス テ ム ，再 ガ ス 化 シ ス テ ム

を加え，そ れ ぞ れ の 生 産 シ ス テ ム に 関す る
一

般 要件を規

定 した 。 こ れ ら の 生 産 シ ス テ ム に 関す る詳細 要 件 につ い

て は ，今後，国際的 な 規格等 を調 査 の 上 ，適宜 ガ イ ドラ

イ ン に 反映 させ て い く予定 で あ る 。

3．10 　 「to 章 特 定 の貨 物 に対 す る特別 要 件」

　 特定 の 貨物 に 対す る 特 別要件 と し て ，鋼船規則 N 編

17章 「特定 の 貨物 に 対 す る 特 別 要 件 」及 び N 編 19章 「最

低要件」 を 参照す る よ う 規 定 した 。

3．11　 「11 章 検 査」

　 ガ ス 浮 体 施 設 の 検査 要 件 に つ い て は ，鋼船規則 B 編

14章 に 準 じて 整 理 し た 。内容 に つ い て は
， 特段 の 変更 は

な い 。

4 ．お わ り に

　本 ガ イ ド ラ イ ン が ，今後 の LNG ／LPG 　FPSO の 開 発 プ

ロ ジ ェ ク ト に お け る FEED （Front 　End 　 Engineering

Design＞ や 設計 の
一

助 と な れ ば 幸 い で あ る 。

　今後 も，LNG ／LPG 　FPSO に 関す る技 術 進 展 に 応 じて ，

個 々 の 技術要件 を 見 直 し，詳 細 要 件 を適 宜 追 加 して い く

〕冫定 で あ る 。
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